
日
露
戦
争
は
激
戦
の
連
続
で
あ
り
、
傷
者
の
発
生
率
も
従
来
に
な
い
高
率
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
傷
者
の
収
容
治
療
を
任
務
と
す
る
野
戦

衛
生
部
隊
の
活
動
は
戦
争
遂
行
に
重
要
な
役
割
り
を
果
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
野
戦
衛
生
部
隊
は
戦
時
編
制
に
基
づ
い
て
、
戦
時
、
動
員
さ
れ
る
部
隊
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
編
制
内
容
は
軍

の
機
密
事
項
に
属
し
、
戦
史
書
に
も
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
な
く
今
日
に
い
た
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
日
露
戦
争
に
お
け
る
野
戦
衛
生
部
隊

の
能
力
等
は
不
明
な
部
分
が
多
い
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
今
回
は
野
戦
に
お
け
る
救
急
治
療
の
中
核
と
な
る
野
戦
病
院
に
焦
点
を
し
ぼ
り
、
主
と
し
て
日
清
戦
争
後
の
編
制
改
正
の
経

過
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
露
戦
争
時
の
野
戦
病
院
の
機
能
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
が
日
露
戦
争
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ

た
か
を
考
察
し
た
。

（
一
）
戦
時
編
制
書
の
改
正

ア
、
泪
冶
三
十
年
こ
お
す
る

は
じ
め
に

一
日
清
戦
争
後
の
改
正
経
過

明
治
三
十
年
に
お
け
る
戦
時
編
制
の
改
正

日
露
戦
争
に
お
け
る
野
戦
病
院
に
つ
い
て

唖
薙
望
罐
畢
繧
一
鼓
鐘
塞
需
昭
和
六
十
二
年
二
月
三
日
受
付

里
Jb，、

澤
嘉
幸
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陸
軍
は
日
清
戦
争
後
の
明
治
三
十
年
九
月
戦
時
編
制
聿
日
を
改
正
し
、
明
治
三
十
一
年
四
月
一
日
施
行
し
た
。
そ
の
改
正
に
あ
た
っ
て
、
配
布

さ
れ
た
戦
時
編
制
改
正
理
由
言
に
は
、
と
く
に
次
の
二
項
目
を
主
要
な
改
正
理
由
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。

切
明
治
二
十
七
年
．
二
十
八
年
戦
役
ノ
実
験
二
於
テ
其
ノ
必
要
ヲ
感
ズ

㈹
改
正
案
二
在
リ
テ
ハ
努
メ
テ
実
力
ヲ
増
大
ス
ル
ノ
目
的
ヲ
以
テ
戦
闘
員
〈
可
及
的
増
加
シ
非
戦
員
〈
成
シ
得
ル
限
り
減
少
ス
ル
ノ
方
針

ヲ
取
し
り
然
し
ト
モ
実
験
上
必
要
ヲ
感
ジ
止
ム
ヲ
得
ズ
非
戦
員
ノ
増
加
ヲ
来
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
キ
ニ
シ
モ
ァ
ラ
ス

（
一
）

こ
の
背
景
に
は
、
清
国
の
敗
戦
に
乗
じ
て
露
仏
独
等
の
各
国
、
そ
の
中
で
も
と
く
に
ロ
シ
ア
が
東
洋
に
兵
力
を
増
強
す
る
で
あ
ろ
う
と
判
断

し
た
軍
が
、
苦
し
い
国
家
財
政
の
中
か
ら
、
明
治
二
十
八
年
十
二
月
国
会
に
陸
海
軍
拡
張
予
算
案
を
提
出
し
、
対
露
軍
備
の
充
実
を
は
か
っ
た

こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

陸
軍
は
明
治
二
十
九
年
六
個
の
師
団
の
増
設
を
行
い
、
そ
の
整
備
充
実
に
全
力
を
注
い
だ
。
戦
時
編
制
書
の
改
正
も
対
ロ
シ
ア
作
戦
を
念
頭

に
お
い
て
作
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
一
一
）

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
軍
備
拡
張
を
進
め
る
反
面
、
国
家
財
政
を
考
慮
し
、
極
力
経
費
を
節
減
し
、
軍
費
の
膨
張
を
防
止
す
る
必
要
か
ら
、

軍
備
整
理
を
行
い
、
非
直
接
戦
闘
部
隊
の
縮
少
を
進
め
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
野
戦
部
隊
の
非
戦
員
の
減
少
も
、
そ
の
趣
意
は
、
軍
費
減
少

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
軍
備
拡
張
を
群

軍
備
整
理
を
行
い
、
非
直
接
戦
闘
部
隊
（

の
要
請
に
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
対
策
と
し
て
、
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
の
中
の
一
つ
に
軍
事
輸
送
力
の
改
善
が
あ
っ
た
。
野
戦
部
隊
は
、
そ
の
性
格
上
、
兵
器

の
糸
な
ら
ず
弾
薬
、
糧
食
、
被
服
、
天
幕
、
食
器
等
ぼ
う
大
な
物
資
を
常
に
携
行
し
て
移
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
輸
送
量
は
き
わ
め

て
大
き
い
の
で
あ
る
。
日
清
戦
争
の
時
に
は
、
そ
の
輸
送
は
ほ
と
ん
ど
駄
馬
の
背
に
よ
っ
た
。

明
治
二
十
三
年
、
陸
軍
は
こ
の
輸
送
方
法
を
改
善
し
、
輸
送
効
率
を
高
め
る
た
め
に
、
一
馬
曳
二
輪
車
の
実
験
を
行
っ
た
。
し
か
し
な
が

（
一
二
）

ら
、
当
時
の
日
本
の
国
内
道
路
事
情
が
悪
く
、
馬
車
運
行
に
適
し
な
か
っ
た
こ
と
、
車
を
引
く
馬
が
育
成
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
有
時
の
需
要

に
応
じ
ら
れ
な
い
こ
と
等
の
状
況
か
ら
採
用
に
至
ら
な
か
っ
た
。
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明
治
二
十
年
に
制
定
さ
れ
た
戦
時
編
制
は
ド
イ
ツ
の
制
度
を
範
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
編
制
は
普
仏
戦
役
の
経
験
を
徴
し
て
作

定
さ
れ
た
ド
イ
ツ
の
編
制
に
準
じ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
四
）普

仏
戦
役
に
お
け
る
プ
ロ
シ
ャ
の
兵
卒
一
、
○
○
○
人
当
り
の
傷
者
発
生
比
率
は
八
六
・
九
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
日
清
戦
争
で
は
、
兵
卒

ィ
、
明
治
三
十
二
年
の
戦
時
編
制
改
正

明
治
二
一
十
二
年
、
陸
軍
は
さ
ら
に
戦
時
編
制
害
を
改
正
し
た
が
、
こ
れ
が
日
露
戦
争
の
戦
時
編
制
と
な
っ
た
。
改
正
は
一
部
改
正
で
、
主
な

改
正
点
は
、
戦
時
編
制
書
と
他
の
戦
時
規
程
と
の
吻
合
、
戦
時
編
制
の
内
容
の
区
分
の
細
示
、
下
士
卒
制
度
の
改
正
に
伴
う
変
更
、
戦
時
編
成

す
る
部
隊
の
う
ち
、
戦
時
編
制
書
に
明
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
鉄
道
輸
送
部
隊
、
沿
岸
監
視
部
隊
な
ど
の
収
載
等
で
あ
っ
た
。

ゥ
、
明
治
三
十
年
の
野
戦
病
院
の
戦
時
編
制
改
正

野
戦
病
院
の
要
員
は
大
別
し
て
、
治
療
を
任
務
と
す
る
衛
生
部
員
と
野
戦
病
院
の
衛
生
材
料
、
天
幕
、
糧
食
、
給
食
器
材
等
の
輸
送
を
任
務

と
す
る
輻
重
要
員
に
分
け
ら
れ
る
が
、
日
清
戦
争
当
時
の
編
制
で
は
両
者
は
ほ
と
ん
ど
同
数
で
あ
っ
た
。

明
治
三
十
年
の
戦
時
編
制
改
正
理
由
書
の
「
野
戦
病
院
」
の
項
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

「
大
体
二
於
テ
ハ
現
編
制
ヲ
変
セ
ス
只
行
李
及
衛
生
材
料
駄
馬
ヲ
娩
馬
二
改
メ
タ
ル
結
果
ニ
依
り
輔
重
兵
卒
、
輪
卒
及
馬
匹
二
多
少
ノ
変

更
ヲ
来
シ
タ
ル
ノ
、
こ

た
○

し
か
し
、
そ
の
後
も
研
究
を
進
め
、
明
治
二
十
七
年
、
一
馬
曳
二
輪
車
の
制
式
を
決
定
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
操
法
の
訓
練
を
行
い
、
日
清

戦
争
終
期
の
明
治
二
十
八
年
に
至
っ
て
、
第
二
師
団
、
第
六
師
団
の
一
部
に
一
馬
曳
二
輪
車
を
装
備
さ
せ
、
実
用
化
に
踏
象
切
っ
た
の
で
あ

プ
（
》
０何

衛
生
部
員

こ
の
導
入
成
功
に
よ
り
、
一
馬
あ
た
り
の
輸
送
量
が
向
上
し
、
馬
の
頭
数
お
よ
び
馬
を
扱
う
輻
重
要
員
の
削
減
が
期
待
で
き
る
こ
と
に
な
っ
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表1戦時編制表あ
る
。

め
、
駄
馬
の
三
八
頭
を
挽
馬
二
三
頭
に
置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
、
輸
卒
も
若
干
の
削
減
を
承
た
。

以
上
の
結
果
に
基
づ
く
、
明
治
三
十
年
の
野
戦
病
院
の
戦
時
編
制
は
表
１
の
と
お
り
で
あ
る
。

エ
、
明
治
三
十
二
年
の
野
戦
病
院
戦
時
編
制
改
正

明
治
三
十
二
年
の
戦
時
編
制
改
正
理
由
書
の
「
野
戦
病
院
」
の
項
に
は
、
「
従
卒
一
名
ヲ
減
ジ
タ
ル
ノ
外
修
正
ヲ
加
エ
ズ
」
と
記
載
さ
れ
て

い
る
○人

員
数
は
一
名
の
削
減
の
み
で
あ
っ
た
が
、
衛
生
部
員
の
「
看
護
人
」
を
「
看
護
卒
」
に
置
き
換
え
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
次
の
と
お
り
で

区分｜階級 戦時編制表

関26年|明30年|明32年
三等軍医正

一等軍医

二，三等軍医

二，三等薬剤官

君護長

調剤手

君護手

看護卒

君病人

磨工

小計

二，三等軍史

計手

書記

歩兵卒

轆重兵下士

輔重兵軍曹

輔重弁卒

輔重輸卒

従卒

馬卒

小計

合計

１
１
４
１
６
３
６

１
１
４
１
６
３
６

１
１
４
１
９

６
４３

４
１
７
１

３
５

４
１
７
１

３
５ １

７
１
１

５

人員

２
６

１
６
１

６
１

１
３
８
６
２
９
６

３
５
１１

２
１
４
２
８
５

３
４
０１

２
１
０
Ｊ
２
７
４

３
４
０１

乗
駄
挽

5 5馬
馬
馬

６
８３馬

2323

一
、
○
○
○
人
当
り
の
傷

者
発
生
比
率
は
二
二
・
三

で
、
対
露
作
戦
を
考
慮
し

た
場
合
、
参
考
に
な
ら
な

い
と
し
て
、
従
来
の
規
模

を
維
持
し
た
も
の
と
推
察

さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

衛
生
部
員
の
定
数
は
改
正

さ
れ
な
か
っ
た
。

㈹
輸
送
要
員

前
述
の
如
く
、
輸
送
力

の
駄
馬
を
挽
馬
と
し
た
た
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さ
れ
た
。

「
現
制
一
一
於
テ
戦
時
野
戦
病
院
及
患
者
輸
送
部
二
於
ケ
ル
傷
病
者
看
護
二
従
事
セ
シ
ム
ル
為
看
病
人
即
チ
傭
人
ヲ
使
用
ス
ル
ノ
制
｜
一
シ
テ
其

ノ
要
員
ノ
ー
部
〈
平
時
衛
戌
病
院
二
傭
役
ス
ル
ノ
所
ノ
素
養
ア
ル
モ
ノ
ヲ
以
テ
充
ツ
ル
ヲ
得
へ
シ
ト
錐
モ
其
多
数
〈
急
拠
民
間
ヨ
リ
召
募
セ

ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
概
ネ
素
養
ナ
ク
而
モ
勿
卒
ノ
際
充
分
ノ
教
育
ヲ
授
ク
ニ
達
ア
ラ
ス
傷
病
者
看
護
上
不
利
紗
カ
ラ
サ
ル
コ
ト
明
治
二
十
七
八
年

戦
役
ノ
実
験
一
一
徴
シ
テ
明
ナ
リ
ト
ス
依
テ
是
等
ノ
部
隊
一
一
於
ケ
ル
看
病
人
ヲ
廃
シ
義
務
兵
ヲ
以
テ
之
一
一
代
へ
平
時
必
要
ノ
教
育
ヲ
授
ケ
以
テ

有
事
ノ
日
一
一
備
ヘ
ン
ト
ス
是
レ
本
案
ノ
規
定
ヲ
必
要
ト
ス
ル
所
以
ナ
リ
」

こ
の
看
護
卒
は
入
営
一
カ
月
間
は
初
歩
の
軍
隊
教
育
を
受
け
、
四
カ
月
間
は
衛
戌
病
院
で
看
護
学
を
受
講
し
た
。
こ
の
看
護
卒
は
予
備
役
に

な
っ
て
も
、
一
年
に
一
回
二
週
間
看
護
術
を
復
習
し
有
時
に
備
え
た
。

こ
の
制
度
に
よ
り
、
野
戦
病
院
は
あ
ら
か
じ
め
訓
練
を
受
け
た
要
員
に
よ
り
、
有
時
編
成
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
五
）

明
治
三
十
二
年
八
月
二
日
付
「
看
護
卒
徴
集
ノ
件
」
が
示
さ
れ
、
そ
の
内
容
は
「
看
護
卒
ヲ
置
キ
、
各
師
団
二
毎
年
四
十
名
以
内
ヲ
徴
集
シ

四
箇
月
間
各
歩
兵
聯
隊
二
在
営
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ニ
定
メ
ラ
ル
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
徴
集
の
理
由
は
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ

て
い
る
。

ァ
、
野
戦
病
院
の
任
務

本
勤
務
令
に
規
定
さ
れ
た
野
戦
病
院
の
任
務
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

野
戦
病
院
の
主
た
る
任
務
は
、
衛
生
隊
が
開
設
し
た
包
帯
所
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
傷
病
者
、
お
よ
び
戦
線
か
ら
直
接
来
る
傷
者
を
収
容
し
、

（
二
）
戦
時
衛
生
勤
務
令
の
制
定
‐

戦
時
衛
生
勤
務
令
は
戦
時
編
制
に
掲
げ
ら
れ
た
衛
生
部
隊
の
運
用
、
勤
務
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

陸
軍
は
明
治
三
十
六
年
後
半
、
戦
時
編
制
部
隊
の
勤
務
令
を
つ
ぎ
つ
ぎ
と
制
定
し
た
。
戦
時
衛
生
勤
務
令
は
明
治
三
十
六
年
十
月
五
日
制
定
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必
要
の
治
療
を
施
す
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
次
の
機
能
を
有
し
て
い
る
。

同
野
戦
病
院
は
患
者
二
○
○
名
を
収
容
し
う
る
衛
生
部
員
を
有
す
る
。
ま
た
、
病
院
の
人
員
な
ら
び
に
収
容
患
者
の
給
食
機
能
を
有
す

㈹
野
戦
病
院
吟

㈲
野
戦
病
院
垂

室
、
厩
舎
、
車
廠
。

㈲
野
戦
病
院
吟

る
0

（
二
）
衛
生
装
備
品

（
一
ハ
）

野
戦
病
院
の
衛
生
装
備
品
は
、
痙

組
は
六
個
の
箱
か
ら
な
っ
て
い
た
。

こ
の
野
戦
医
扱
は
、
日
清
戦
争
（

収
め
ら
れ
た
品
目
は
、
医
薬
品
六
一

（
一
）
編
制
定
員

日
露
戦
争
に
お
け
る
野
戦
病
院
の
編
制
定
員
は
明
治
三
十
二
年
改
正
の
編
制
に
基
づ
い
た
も
の
で
、
表
１
の
と
お
り
で
あ
る
。

ア
、
医
薬
品

明
治
三
十
一

二
日
露
戦
争
時
の
野
戦
病
院

野
戦
病
院
は
二
個
に
分
割
し
て
、
夫
々
が
独
立
し
て
勤
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

野
戦
病
院
を
開
設
し
た
場
合
、
次
の
施
設
を
設
け
る
。
本
部
、
発
着
部
、
病
室
、
手
術
室
、
薬
室
、
消
毒
車
、
炊
事
場
、
浴
室
、
屍

野
戦
病
院
は
、
野
戦
部
隊
が
駐
屯
し
て
い
る
時
、
営
舎
病
院
を
開
設
す
る
。

年
、
陸
軍
は
軍
の
用
い
る
薬
剤
は
、
薬
物
一
般
の
規
定
に
適
す
る
ほ
か
、
取
扱
容
易
、
貯
蔵
可
能
、
廉
価
、
戦
時
の
補
充
が
可

日
清
戦
争
の
体
験
に
よ
り
、
明
治
三
十
二
年
改
正
さ
れ
た
た
め
、
三
十
二
年
式
野
戦
医
扱
と
呼
ば
れ
た
。
こ
の
医
扱
に

医
薬
品
六
五
品
目
、
治
療
械
器
四
八
品
目
、
治
療
消
耗
品
三
六
品
目
、
雑
具
お
よ
び
消
耗
品
五
八
品
目
で
あ
っ
た
。

野
戦
医
扱
二
組
、

医
療
の
う
六
個
、
包
帯
の
う
四
十
個
、
担
架
四
個
、
天
幕
四
個
で
あ
っ
た
。
野
戦
医
扱
一

(107）463



↓
錠
曹

日
清
戦
争
当
時
の
も
の
に
追
加
さ
れ
た
品
目
は
、
ホ
ゥ
酸
、
ホ
ウ
酸
軟
膏
、
硫
酸
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、
ワ
セ
リ
ン
、
溶
性
フ
ェ
ノ
ー
ル
、
炭
酸

ナ
ト
リ
ゥ
ム
、
過
マ
ン
ガ
ン
酸
カ
リ
ウ
ム
、
グ
リ
セ
リ
ン
、
結
晶
硝
酸
銀
、
健
胃
酸
、
コ
カ
イ
ン
錠
、
。
コ
ム
絆
創
膏
、
澱
粉
、
ア
ト
ロ
ピ
ン

錠
、
外
用
ア
ン
チ
フ
ェ
ブ
リ
ン
、
ア
ポ
モ
ル
ヒ
ネ
錠
、
亜
鉛
華
、
サ
ン
ト
ニ
ン
錠
、
メ
ン
ト
ー
ル
。
フ
ラ
ン
、
昇
禾
食
塩
、
食
塩
、
樟
脳
精
、
松

脂
硬
膏
、
赤
ブ
ド
ウ
酒
、
稀
塩
酸
、
杏
仁
水
、
メ
ン
ト
ー
ル
の
二
七
品
目
で
あ
っ
た
。

（
七
）

能
で
あ
る
等
の
条
件
を
具
備
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
、
品
目
を
選
定
し
、
陸
軍
薬
局
方
を
制
定
し
た
。

こ
れ
に
基
づ
き
、
医
扱
の
内
容
医
薬
品
も
改
正
さ
れ
、
日
清
戦
争
時
に
比
し
、
一
二
品
目
増
加
し
た
。
そ
の
細
部
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

カ
ン
タ
リ
ス
紙
、
単
軟
膏
、
耐

上
水
の
一
五
品
目
で
あ
っ
た
。

㈲
剤
型
が
変
更
し
た
品
ロ

㈱
追
加
さ
れ
た
治
療
用
器
材

日
清
戦
争
時
に
比
較
し
て
、
増
加
し
た
品
目
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ロ
ー
ト
、
ネ
ラ
ト
ン
式
カ
テ
ー
テ
ル
（
六
本
組
）
、
グ
リ
セ
リ
ン
洗
腸
器
、
外
科
器
械
、
外
科
の
う
、
携
帯
外
科
の
う
、
、
コ
ム
止
血
帯
、
合

㈲
剤
型
が
変
更
し
た
品
目

野
戦
に
お
け
る
取
扱
い
を
効
率
化
す
る
た
め
、
新
し
い
剤
型
が
採
用
さ
れ
た
。
今
回
の
改
正
に
よ
る
も
の
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ド
ー
フ
ル
散
一
包
○
・
五
９
（
散
↓
包
）
、
硫
酸
キ
ニ
ー
ネ
（
散
↓
丸
）
、
甘
禾
（
散
↓
錠
）
、
サ
リ
チ
ル
酸
ソ
ー
ダ
（
散
↓
錠
）
、
昇
禾
（
散

イ
、
医
療
器
材

㈹
削
除
さ
れ
た
品
目

こ
れ
に
基
づ
き
、
医
扱
の
内

切
新
規
に
増
加
し
た
品
目

日
清
戦
争
時
に
比
し
、
削
除
さ
れ
た
医
薬
品
は
、
麦
角
エ
キ
ス
、
肉
エ
キ
ス
、
ホ
フ
マ
ン
精
、
ベ
ラ
ド
ン
ナ
エ
キ
ス
、

ン
タ
リ
ス
紙
、
単
軟
膏
、
過
ク
ロ
ー
ル
鉄
液
、
ヤ
ラ
ッ
パ
末
、
ク
ロ
ー
ル
亜
鉛
、
英
法
絆
創
育
、
明
蕎
ハ
ン
、
石
炭
酸
、

硫
酸
ア
ト
ロ
ピ
ン
、

石
炭
酸
石
け
ん
、
モ
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（
八
）

野
戦
病
院
は
編
制
上
師
団
に
配
属
さ
れ
る
が
、
本
戦
争
に
動
員
さ
れ
た
師
団
は
、
近
衛
、
第
一
、
第
二
、
第
三
、
第
四
、
第
五
、
第
六
、
第

七
、
第
八
、
第
九
、
第
十
、
第
十
一
、
第
十
二
、
第
十
三
、
第
十
四
、
第
十
五
、
第
十
六
の
各
師
団
と
後
備
第
一
師
団
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、

第
十
四
、
第
十
五
、
第
十
六
の
三
個
師
団
は
、
明
治
三
十
八
年
の
奉
天
会
戦
以
降
新
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
師
団
の
基
本
的
な
編
制
は
、
師
団
司
令
部
一
、
歩
兵
旅
団
司
令
部
二
、
歩
兵
聯
隊
四
、
騎
兵
聯
隊
一
、
野
戦
砲
兵
聯
隊
一
、
工
兵

大
隊
一
、
架
橋
縦
列
一
、
弾
薬
大
隊
一
、
轤
重
兵
大
隊
一
、
衛
生
隊
一
、
野
戦
病
院
六
で
あ
っ
た
。

イ
、
本
戦
争
に
動
員
さ
れ
た
野
戦
病
院

明
治
三
十
二
年
の
編
制
書
で
は
、
戦
時
、
師
団
に
配
属
さ
れ
る
野
戦
病
院
は
六
個
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
時
の
医
療
事
情
で
は
、

戦
時
編
制
書
通
り
に
野
戦
病
院
を
編
成
す
る
の
は
困
難
で
、
戦
争
中
各
師
団
に
配
属
さ
れ
た
野
戦
病
院
の
数
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

㈱
第
一
、
第
二
、
第
三
、
第
四
、
第
六
、
第
十
三
、
後
備
第
一
の
各
師
団
は
夫
々
四
個
野
戦
病
院
。

㈹
近
衛
、
第
八
師
団
は
夫
々
三
個
野
戦
病
院
。

尚
第
七
、
第
九
、
第
十
、
第
十
一
師
団
は
当
初
三
個
野
戦
病
院
で
、
奉
天
会
戦
以
降
夫
鳧
一
個
増
加
さ
れ
た
。

子 匙
0，

㈹
削
除
さ
れ
た
品
目

削
除
さ
れ
た
器
材
は
抜
歯
器
、
箱
入
裁
断
器
、
包
帯
鋏
、
縫
合
針
、
鉗
舌
子
、
開
喋
子
、
打
診
器
、
釣
秤
、
螺
旋
止
血
器
、
靴
状
尿
器
、
マ

グ
ネ
ッ
ト
電
機
、
ゴ
ム
風
枕
、
吸
角
、
手
術
用
灯
（
ロ
ー
ソ
ク
式
）
、
硝
子
乳
鉢
で
あ
っ
た
。

（
三
）
動
員
師

ァ
、
動
員
師
団

ギ
プ
ス
鋸
、
局
所
検
査
器
、
磁
製
乳
鉢
（
大
）
、
食
塩
注
射
器
、
手
術
衣
、
手
術
用
灯
（
パ
ラ
フ
ィ
ン
式
）
、
歯
科
器
械
（
小
二
）
、
洗
球

動
員
師
団
と
野
戦
病
院
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多
く
有
し
て
い
る
点
が
異
な
っ
て
い
る
。

同
野
戦
病
院
は
各
師
団
に
夫
々
四
個
配
属
す
る
。

㈹
野
戦
病
院
は
二
百
名
収
容
す
る
能
力
と
傷
者
を
一
日
行
程
の
距
離
に
あ
る
後
方
病
院
に
患
者
を
後
送
す
る
能
力
を
有
す
る
。

例
人
員
は
士
官
一
名
、
軍
医
四
名
、
看
護
長
九
名
、
計
史
四
名
、
特
志
看
護
婦
四
名
、
看
護
卒
六
五
名
、
兵
卒
三
三
名
で
あ
る
。

㈲
装
備
材
料
は
特
志
看
護
婦
用
四
頭
だ
て
患
者
車
一
両
、
四
頭
だ
て
患
者
車
一
両
、
二
頭
だ
て
糧
食
車
お
よ
び
衛
生
材
料
車
一
九
両
、
薬

車
四
両
、
軍
医
用
車
四
両
、
担
架
四
○
個
、
天
幕
（
各
二
○
名
収
容
）
三
個
。

す
な
わ
ち
、
当
時
の
日
本
の
野
戦
病
院
の
能
力
と
大
同
小
異
で
あ
る
。
た
だ
、
病
院
自
体
に
患
者
後
送
能
力
を
付
与
し
て
い
る
点
と
車
輌
を

次
の
報
告
を
残
し
て
い
る
。

㈱
後
備
混
成
旅
団
に
は
、
明
治
三
十
八
年
六
月
十
三
日
、
野
戦
病
院
が
配
属
さ
れ
た
。
第
四
、
第
八
、
第
五
混
成
旅
団
に
は
夫
為
一
個
野

戦
病
院
、
第
三
混
成
旅
団
に
は
二
個
野
戦
病
院
が
配
備
さ
れ
た
。

野
戦
病
院
が
配
備
さ
れ
た
。

（
九
）

本
戦
争
よ
り
数
年
さ
か
の
ぼ
っ
て
は
い
る
が
、
明
治
三
十
一
年
、
ロ
シ
ア
を
視
察
し
て
帰
国
し
た
芳
賀
栄
次
郎
は
露
軍
野
戦
病
院
に
関
し
、

㈲
第
十
二
師
団
は
当
初
三
個
野
戦
病
院
で
あ
り
、
明
治
三
十
七
年
十
二
月
四
個
編
成
と
な
っ
た
。

㈱
第
五
師
団
は
五
個
野
戦
病
院
の
編
成
で
あ
っ
た
。

㈲
明
治
三
十
八
年
三
月
の
奉
天
会
戦
以
降
動
員
さ
れ
た
第
十
四
師
団
に
は
四
個
野
戦
病
院
、
第
十
五
、
第
十
六
の
両
師
団
に
は
夫
竺
二
個

付
、
ロ
シ
ア
軍
の
野
戦
病
院
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た
。

㈲
火
線
に
お
け
る
第
一
期
性
出
血
は
「
エ
ス
マ
ル
ヒ
止
血
管
」
を
以
て
之
を
防
止
す
べ
し
。
こ
の
止
血
法
は
担
架
卒
も
亦
之
を
施
す
故

に
、
軍
医
、
止
血
管
を
施
せ
る
傷
者
を
見
る
と
き
は
、
そ
の
果
し
て
適
当
に
装
纒
せ
ら
れ
あ
る
や
否
や
覆
審
す
べ
し
。
又
止
血
管
は
三
、
四

時
間
以
上
装
着
し
あ
る
と
き
は
壊
疽
を
起
す
の
お
そ
れ
あ
り
。
故
に
仮
包
帯
所
も
し
く
は
包
帯
所
に
お
い
て
は
、
先
ず
止
血
管
を
装
纒
し
あ

戦
地
治
創
法
の
大
要

㈱
出
征
軍
医
の
用
意
は
手
術
心
に
動
か
さ
れ
ざ
る
に
あ
り
。
軍
医
は
状
況
止
む
を
得
ざ
る
と
き
、
初
め
て
手
術
刀
を
執
る
べ
し
。

帥
銃
砲
創
は
保
存
療
法
を
旨
と
し
、
生
命
の
危
険
な
き
限
り
は
、
第
一
期
性
手
術
を
避
く
く
し
。
必
要
な
る
第
一
期
性
手
術
は
血
管
結

紮
、
気
管
切
開
、
外
尿
道
切
開
、
切
断
術
等
に
過
ぎ
ず
。

例
第
一
線
に
お
け
る
一
般
創
傷
療
法
の
要
は
包
帯
被
覆
に
在
り
。
創
口
創
囲
等
の
清
刷
法
は
到
底
不
完
全
を
免
れ
ざ
る
が
故
に
利
益
な

く
、
却
て
固
定
せ
る
細
菌
を
遊
動
せ
し
め
、
創
傷
伝
染
を
催
起
す
る
の
お
そ
れ
あ
り
。

㈲
包
帯
は
な
る
べ
く
持
続
性
包
帯
を
用
う
る
こ
と
を
務
む
く
し
、
簡
単
な
る
銃
創
は
第
一
包
帯
下
に
治
癒
す
る
こ
と
少
か
ら
ざ
る
を
以

（
一
○
）

ァ
、
治
創
の
方
針

明
治
三
十
七
年
、
槌

野
戦
衛
生
長
官
は
、

（
四
）
封
野
戦
病
院
の
活
動

る
傷
者
よ
り
手
を
下
す
べ
し
。

㈱
銃
砲
創
は
雨

は
断
然
廃
棄
す
べ
し
。

目
台

て
な
り
。

鶴
田
第
一
師
団
軍
医
部
長
は
、
命
を
受
け
て
「
銃
創
療
法
の
梗
概
」
を
起
草
し
、
第
二
軍
の
軍
医
に
配
布
し
た
。

、
こ
の
治
創
方
針
を
可
と
し
、
軍
医
学
校
の
意
見
を
加
え
て
「
戦
地
治
創
法
の
大
要
」
を
作
成
、
全
軍
の
軍
医
に
示
し

般
に
之
を
防
腐
的
損
傷
と
み
な
し
、
順
序
的
観
査
に
止
め
、
厳
に
探
査
を
避
く
く
し
。
消
息
子
探
査
お
よ
び
手
指
探
査
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㈲
大
な
る
動
脈
出
血
は
な
る
べ
く
受
傷
部
に
お
い
て
そ
の
中
心
端
と
末
梢
端
と
を
結
紮
し
て
止
血
す
べ
し
。
も
し
や
む
を
得
ず
し
て
上

部
動
脈
幹
を
結
紮
し
た
る
と
き
は
、
そ
の
皮
切
部
を
開
放
し
た
る
ま
ま
包
帯
す
べ
し
。

例
静
脈
出
血
は
お
お
む
ね
圧
定
包
帯
を
以
て
防
止
す
べ
し
。

㈹
喉
頭
の
創
傷
は
仮
令
当
初
気
管
切
開
を
要
せ
ざ
る
が
如
き
も
、
予
防
的
に
之
を
行
う
を
可
と
す
。
殊
に
発
声
障
礒
、
呼
吸
困
難
お
よ

び
「
チ
ア
ノ
ー
ゼ
」
の
状
を
呈
せ
る
も
の
は
速
や
か
に
手
術
す
る
を
要
す
。

何
尿
道
お
よ
び
膀
胱
を
損
傷
し
、
も
し
く
は
そ
の
疑
あ
る
骨
盤
銃
創
に
し
て
、
当
初
持
続
「
カ
テ
ー
テ
ル
」
挿
入
法
を
試
み
、
そ
の
目

的
を
達
せ
ざ
る
も
の
に
お
い
て
は
外
尿
道
切
開
を
行
い
、
尿
お
よ
び
創
液
の
排
泄
を
利
す
べ
し
。

㈹
傷
の
軽
重
は
骨
傷
の
軽
重
に
関
す
る
こ
と
少
く
、
却
て
轆
部
創
傷
の
軽
重
に
関
す
る
こ
と
多
し
。
骨
傷
劇
甚
な
る
も
輕
部
の
射
出
、

射
入
両
口
狭
小
な
る
と
き
は
予
後
比
較
的
善
良
な
り
。
之
に
反
し
て
旗
部
創
傷
広
大
に
し
て
挫
滅
甚
し
き
も
の
は
予
後
不
良
な
り
。
後
者
中

に
は
第
一
期
性
切
断
を
要
す
る
こ
と
あ
る
べ
し
。

例
頭
蓋
銃
創
、
穿
透
性
胸
部
お
よ
び
腹
部
銃
創
に
は
第
一
期
性
手
術
を
行
わ
ず
戦
線
に
最
近
接
せ
る
野
戦
病
院
に
之
を
収
容
し
対
症
的

処
置
お
よ
び
救
護
を
な
す
を
以
て
通
則
と
し
、
か
つ
、
該
負
傷
者
の
運
搬
は
な
る
べ
く
之
を
避
く
く
し
。

㈲
頭
部
の
創
傷
に
は
毛
髪
を
短
剪
す
る
を
要
す
。

㈲
危
険
の
お
そ
れ
な
き
留
丸
は
之
を
抽
出
す
る
こ
と
を
避
く
く
し
。
こ
れ
第
一
線
に
お
い
て
は
創
傷
の
自
然
経
過
を
妨
碍
し
か
つ
時
間

を
徒
費
す
る
を
以
て
な
り
。
仮
令
傷
兵
抽
出
を
懇
請
す
る
こ
と
あ
る
も
当
事
者
は
決
し
て
こ
の
不
幸
な
る
希
望
を
容
る
べ
か
ら
ず
。

但
し
創
傷
に
接
触
す
る
を
要
せ
ず
か
つ
之
を
開
大
せ
ず
し
て
甚
だ
容
易
に
抽
出
し
得
べ
き
も
の
は
こ
の
限
り
に
あ
ら
ず
。

例
骨
お
よ
び
関
節
の
創
傷
に
お
け
る
四
肢
の
不
動
安
保
と
し
て
殊
に
賞
揚
す
べ
き
は
義
布
斯
な
り
。
毎
に
そ
の
補
給
を
怠
る
べ
か
ら
ず
。

例
故
な
く
し
て
包
帯
を
交
換
す
る
こ
と
は
労
力
、
材
料
お
よ
び
時
間
を
徒
消
し
創
傷
の
自
然
経
過
を
妨
害
し
感
染
の
機
会
を
増
多
す
る

例
骨
お
よ
び
関
節
の
創
椿

例
故
な
く
し
て
包
帯
を
圭

を
以
て
厳
に
之
を
戒
む
く
し
。
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イ
、
収
容
傷
者
の
概
況

本
戦
争
に
よ
っ
て
発
生
し
た
戦
傷
者
数
は
一
五
万
三
、
六
二
三
名
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
一
三
万
九
、
一
五
二
名
が
野
戦
病
院
に
収
容
さ
れ

た
。
傷
者
の
九
○
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
が
野
戦
病
院
に
収
容
さ
れ
、
創
傷
に
対
す
る
完
全
な
処
置
を
受
け
た
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
戦
争
は
い
ず
れ
の
会
戦
に
お
い
て
も
激
戦
の
連
続
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
傷
者
の
発
生
率
も
従
来
に
な
い
高
率
の
も
の

と
な
っ
た
。

前
述
し
た
通
り
、
兵
卒
一
、
○
○
○
人
当
り
の
傷
者
発
生
比
率
は
普
仏
戦
役
（
・
プ
ロ
シ
ア
）
八
六
・
九
、
日
清
戦
争
（
日
本
）
二
二
・
三
、

日
露
戦
争
（
日
本
）
一
五
三
・
六
で
あ
り
、
戦
い
の
激
烈
さ
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
た
め
、
野
戦
病
院
の
収
容
、
治
療
活
動
も
困
難
に
陥
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。

（
一
一
）

た
と
え
ば
、
遼
陽
、
沙
河
の
会
戦
に
お
い
て
、
各
野
戦
病
院
の
平
均
患
者
収
容
数
は
、
遼
陽
で
六
九
九
名
、
沙
河
の
会
戦
で
九
四
八
名
を
数

え
、
収
容
定
数
二
○
○
名
の
約
四
倍
に
達
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
日
露
戦
争
後
の
戦
時
編
制
改
正
に
あ
た
り
、
野
戦
病
院
の
重
要
な
検
討
課
題
と
な
っ
た
。

者
の
外
、
切
断
及
諜

と
記
述
し
て
い
る
。

㈱
野
戦
病
院
以
後
に
お
い
て
は
為
し
得
る
限
り
第
一
線
の
療
則
を
継
続
す
べ
し
。
峨
衝
お
よ
び
化
膿
の
兆
を
呈
し
も
し
く
は
創
傷
伝
染

を
偶
発
せ
る
も
の
は
普
通
創
傷
療
法
の
原
則
を
適
用
す
べ
し
。

こ
の
訓
示
は
野
戦
衛
生
部
員
に
充
分
理
解
さ
れ
、
ま
た
忠
実
に
実
行
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、
旅
順
要
塞
攻
略
に
参
加
し
た
第
十
一
師
団
第

一
野
戦
病
院
長
は
明
治
三
十
七
年
十
月
三
十
日
よ
り
一
月
十
一
日
ま
で
開
設
し
た
野
戦
病
院
の
報
告
の
中
で
、
「
創
傷
治
法
は
一
般
防
腐
的

に
し
て
、
第
一
線
に
お
け
る
綿
紗
の
貼
用
、
包
帯
纒
絡
等
其
の
当
を
得
た
る
も
の
に
は
特
別
の
場
合
を
除
く
の
外
、
一
切
交
換
を
行
わ
ず
手

術
は
保
存
的
に
し
て
可
及
的
愛
惜
を
旨
と
し
、
骨
の
損
傷
著
し
き
も
の
と
誰
も
樮
部
の
挫
滅
著
し
き
か
又
は
継
発
症
或
は
併
発
症
を
発
せ
し

者
の
外
、
切
断
及
離
断
等
を
行
い
し
こ
と
な
し
」
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病
院
の
編
制
と
あ
ま
り
変
ら
な
か
っ
た
。

野
戦
病
院
は
戦
時
の
み
動
員
さ
れ
る
部
隊
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
組
織
や
機
能
に
つ
い
て
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い
。
本
研
究
で
は
日
露

戦
争
に
お
け
る
野
戦
病
院
の
編
制
お
よ
び
活
動
を
明
ら
か
に
し
た
。

（
一
）
日
露
戦
争
に
お
け
る
野
戦
病
院
は
一
八
九
九
年
の
戦
時
編
制
害
に
よ
っ
て
編
成
さ
れ
た
。
一
八
九
九
年
の
編
制
は
日
清
戦
争
の
野
戦

野
戦
病
院
が
施
行
し
た
手
術
名
お
よ
び
件
数
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
一
○
）

頭
部
骨
手
術
二
九
件
、
眼
球
摘
出
六
六
件
、
眼
内
容
除
去
一
八
件
、
喉
頭
切
開
二
件
、
気
管
切
開
三
一
件
、
肋
骨
切
開
一
三
件
、
肋
間
切

開
一
件
、
穿
胸
術
一
件
、
腹
腔
手
術
五
四
件
、
腎
臓
摘
出
三
件
、
上
膀
胱
切
開
八
件
、
下
膀
胱
切
開
一
七
件
、
睾
丸
摘
出
二
二
件
、
大
血
管
介

達
結
紮
八
六
件
、
大
血
管
直
達
結
紮
三
一
件
、
切
断
五
五
○
件
、
関
節
離
断
一
○
二
件
、
指
趾
切
断
お
よ
び
離
断
三
二
五
件
、
関
節
切
除
五
件
、

骨
縫
合
九
件
、
腱
縫
合
三
件
、
植
皮
術
二
件
、
留
弾
摘
出
二
、
五
一
五
件
、
異
物
お
よ
び
介
達
弾
摘
出
九
二
件
、
骨
片
摘
出
二
九
二
件
、
切
開

三
六
七
件
、
縫
合
三
七
八
件
、
小
血
管
結
紮
一
四
一
件
、
骨
折
端
切
除
三
二
件
、
切
断
端
再
手
術
八
件
、
義
扶
斯
包
帯
四
一
七
件
。

文
献

（
二
）
当
時
、
軍
は
ド
イ
ツ
の
医
療
技
術
を
吸
収
し
て
い
た
の
で
、
軍
衛
生
部
は
治
創
指
針
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
。

（
三
）
衛
生
部
員
の
技
術
も
か
な
り
向
上
し
て
い
た
た
め
、
各
野
戦
病
院
は
治
創
方
針
に
忠
実
に
診
療
を
行
っ
た
。

（
四
）
敵
火
力
の
発
達
に
伴
い
、
戦
傷
者
が
増
加
し
、
野
戦
病
院
の
収
容
能
力
が
不
足
と
な
っ
た
。

ウ
、
野
戦
病
院
の
実
施
し
た
手
術

ま
と
め

（
一
）
防
衛
研
修
所
『
陸
軍
軍
戦
備
』
朝
雲
新
聞
社
、
一
九
七
九
年
。

（
ご
『
男
爵
小
池
正
直
伝
』
一
九
三
九
年
。
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国
巨
喬
骨
寄
①
○
局
的
鼬
目
届
四
画
○
国

、
一
目
○
訓
『
四
℃
砂
旨
①
唾
①
ご
く
騨
吋
．

一
一
ゞ
国
扇

シ
切
卸
⑦
匡
岸
〕
○
名
茸
巴
切
乏
９
①
○
口
一
旦
○
侭
四
昌
圃
⑦
Ｑ
冒
乏
．
閏
言
目
①
》
昏
国
．
①
胃
②
浄
乏
・
四
国
四
ヶ
○
員
二
局
芦
再
、
湧
弓
目
四
目
ｇ
昏
冒
。
‐

●

冒
○
冒
旨
、
、
目
岸
易
い
冒
旦
く
ｏ
毎
国
印
①
い
号
⑦
○
個
画
冒
隠
四
宮
○
口
色
目
ｇ
ｏ
も
ｑ
四
宮
○
口
○
民
．
湾
①
冒
旦
屋
○
名
評
国
房
冒
号
①
詞
眉
鵠
○
当
四
℃
四
口
の
い
①

■
●

●

■

、

画
．
シ
含
昏
胃
自
国
①
》
閉
昏
①
閏
日
昌
彦
四
竺
旨
貫
○
ユ
巨
の
①
ｇ
ｏ
曾
目
画
己
．
冒
巳
芦
。
旨
①
〕
日
①
ｇ
８
旨
、
ｑ
ぐ
』
８
乏
鵲
画
匡
①
８
ｍ
ｇ
吾
①

■

●

稗
四
目
口
國
尽
垈
○
局
片
目
の
ｑ
旨
四
岸
曾
①
脚
芹
員
］
①
口
再
．

四
．
田
口
ｏ
宇
岸
岸
〕
の
丘
ぽ
○
吻
吊
〕
牌
国
号
さ
』
｝
ｏ
葛
①
Ｑ
《
ず
①
、
国
目
Ｑ
四
局
ｑ
、
曾
芦
ｇ
］
旦
画
、
再
｝
］
①
切
穴
宮
』
○
由
冒
ｎ
Ｓ
ｏ
四
一
も
①
尉
○
口
冒
①
』
】
目
ｏ
門
旬
四
ｍ
①
９
．

/－､/一、戸､/ー、/一、戸､/一､/~、

己ナi』ノー、‐上：プ〈五四三三
、‐凹追ノ、－ノ、-ノーノーノ、－ノ骨

．
国
①
丘
苛
○
名
』
国
一
ｍ
目
号
①
屍
屋
路
○
当
四
℃
画
目
①
い
①
ご
く
胃
乏
閏
①
○
侭
四
目
厨
①
Ｑ
す
ぐ
号
①
乏
胃
四
日
巨
旨
尉
寓
昌
砕
○
口
○
局
届
沼
．

骨
寄
①
○
門
狗
脚
目
園
四
画
○
口
○
帛
舜
毎
○
い
①
印
①
丘
骨
５
い
凰
国
］
い
芝
農
犀
雰
』
①
Ｓ
ｍ
耐
門
①
昌
誇
津
○
日
吾
呉
○
島
．
吾
①
酌
①
匡
面
Ｏ
ｍ
ｐ
ｓ
－
ｍ
冒
吾
①

●
色

『
陸
軍
の
後
方
兵
姑
制
度
概
説
』
防
衛
研
修
所
、
一
九
八
三
年
。

安
井
洋
『
戦
傷
の
統
計
的
観
察
』
南
江
堂
、
一
九
一
三
年
。

陸
軍
軍
医
団
『
陸
軍
衛
生
制
度
史
』
一
九
一
三
年
。

陸
軍
軍
医
団
『
陸
軍
薬
制
沿
革
』
一
九
二
年
。

「
衛
生
勤
務
」
『
明
治
三
十
七
、
八
年
戦
役
陸
軍
衛
生
史
』
第
一
巻
℃

芳
賀
栄
次
郎
「
露
国
陸
軍
衛
生
制
度
二
就
テ
‐
」
『
軍
医
学
会
雑
誌
』
一
○
五
号
、
七
六
一
’
七
六
九
頁
、
一
八
九
九
年
。

「
戦
傷
」
『
明
治
三
十
七
、
八
年
戦
役
陸
軍
衛
生
史
』
第
三
巻
。

陸
軍
軍
医
団
「

陸
軍
軍
医
団
『

『
陸
軍
薬
局
方
』

一
八
九
八
年
。

弓
彦
の
面
①
匡
岸
５
の
宮
国
皀
旨
匡
吊
困
匡
の
の
○
当
四
℃
閏
］
①
の
①
ご
く
騨
禺

弄
昌
電
○
吾
与
匡
匡
〆
己
閃
○
ｍ
シ
ミ
シ

（
埼
玉
県
所
沢
市
）

（115）471



4.-Therewerefbwin-patientsinthefieldhospitals>asthenumberofwoundedpersonsincreased
duetothedevelopmentoftheenemy'sfirepower.

園
睡
却

（
の
［
［
）


